
水害に備えよう！
　　　　　　　いざという時に迷わないために

広域避難 広域避難

垂直避難

避難所へ避難

7 広報ごか　2025. 7

避難する場所を確認しよう！

優先
順位 避 難 先 備　　　考

１ 広 域 避 難
安全な親戚や友人・知人宅等があればそちらへ避難しましょう。
五霞町のほぼ全域が浸水エリアとなるので、被害が予測される時は被害がない地域
へ（町外、県外）へあらかじめ避難することが重要です。

２ 垂 直 避 難 自宅の浸水深エリアを確認し、「自宅が浸水しない」もしくは「浸水しても２階など
安全な場所」があれば自宅で垂直避難しましょう。

３ 一時避難場所 町内で水害時に浸水しない場所となります。情報・防災ステーションごか等を解放
しますので、水害時における一時避難場所として検討しましょう。

４ 避　難　所 全上記の１〜３のどの方法も避難が難しい場合は、迷わず下記の避難場所へ避難し
てください。

　広報ごか７月号と一緒に「我が家のタイムライン」を配布しました。水害から身を守るためには、
「自らの命は自らが守る」という意識が重要です。この機会にぜひご家族で話し合い、「我が家の
タイムライン」を作成してみましょう。

○お問い合わせ　総務課　防災係　☎（84）1111（内線202）

こんな時はここの避難所！
長期避難が想定される場合

・五霞中学校・五霞小学校・中央公民館・Ｂ＆Ｇ海洋センター・保健センター・川妻浄水場

ペットを連れて避難所へ避難する方
　・中央公民館
　・情報・防災ステーションごか
　※必ずケージに入れてください。

階段の昇降が不自由な方
　・五霞中学校・五霞小学校・中央公民館
　・保健センター・谷野ロジテム㈱
　※エレベーターもしくは階段昇降機があります。
　　レベル３（高齢者等避難）で開設

最後に、我が家のタイムラインを作成しよう！


